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はじめに

社会連携研究センターへ
ようこそ
社会連携研究センターへ
ようこそ

　大学の役割として、教育、研究、社会貢

献が求められています。社会貢献には、（１）

大学の研究成果（シーズ）を社会で役立て

る活動をすること、（２）社会で必要とされ

る要望（ニーズ）を大学内に伝え、研究す

ることがあります。このような教職員の社

会貢献活動を支援するために、社会連携研

究センターは設立されました。

　具体的には、このセンターでは、

１．研究における外部機関との連携・協

力の推進

２．研究成果の民間事業者への技術移転

の推進

３．知的財産の創出、管理および活用

４．新産業創出のための独創的な研究開

発の推進

５．高度な専門的職業能力を持つ創造性

豊かな人材の育成

６．ベンチャー企業の育成および支援

等の活動を行っており、大学外からの要望

による共同研究、受託研究、寄附金制度を

受け付け、専門とする大学内の研究者を紹

介し、社会に役立つ研究を支援しています。

　三重大学は、特に地域社会と連携した共

同研究・受託研究が多く、全国でも上位に

なっており、この実績を維持し、より活力

のある住みやすい地域社会を創ろうとして

います。

　三重大学は、地域社会と共に、地域発の

イノベーションを創出できる「地域イノベー

ション大学」として、動き出しており、皆

様のご発展の一助を提供できればと思って

います。 今後ともなお一層のご指導、ご鞭

撻を賜りますよう宜しくお願い申し上げま

す。

鶴岡信治
三重大学社会連携研究センター長
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１．はじめに
　本稿は白子公民館と三重大学都市計画研究室

との共同研究である「海・街道・史跡を活か

したまちづくりデザイン 2015」の成果を取り

まとめたものである。本共同研究は今年度で

４年目であり、2012 年度には「海・街道・史

跡を活かした白子のまちづくりのための 92の

アイデア集」を取りまとめ、2013 年度には、

１）まち歩きマップの制作、２）いくつかのア

イデアを実験的に実施するためのイベント「白

子街道ウォーク 2013」の企画・実施を行い、

2014 年度には、寺家地区・白子地区・江島地

区の景観資源マップを制作した。

　今年度は、これらの成果を踏まえた上で、白

子地区の将来空間像の共有を図ることを目的と

した活動を実施した。具体的には、まちづくり

講座にて白子地区のまちの目標イメージ・生活

シーン・それを実現化するためのアイデアを整

理した上で、空間像について、三重大学建築学

科の３年生に提案してもらうというものであ

る。大学の設計教育を地域に根ざしたものにし

ていくことが求められている今日、白子まちづ

くり講座と三重大学の設計課題をジョイントす

ることにより、相乗効果を狙った取り組みだっ

た。

　なお、本稿では紙面の都合上、報告書１）の

海・街道・史跡を活かしたまちづくりデザインその３

Urban Design to make a good use of the sea , Ise Highway and historic spots

 in Shiroko district, Suzuka city , Japan , part3

松浦健治郎１）

Kenjiro Matsuura1)

１）三重大学大学院工学研究科建築学専攻　Department of Architecture, Faculty of Engineering, Mie University

図１：まちづくり講座の流れ

2015 年
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月

5/21 第１回まちづくり講座
・昨年度の振り返り
・今年度の取り組みのガイダンス

・地区の将来像を考えるその１
6/18 第２回まちづくり講座

7/2 第３回まちづくり講座
・地区の将来像を考えるその２

8/7 第４回まちづくり講座
・学生の現地説明会

9/18　伊達家・ヒロモリ家
の実測調査WS

10/31 第５回まちづくり講座
・中間講評会

12/8 第６回まちづくり講座
・地元発表会

12/9-13　地元展示会

報告書の作成
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一部を抜粋して紹介する。

２．活動経過の概要
　今年度のまちづくり講座のプログラムを振り

返ってみよう（図１、写真１）。５月には、昨

年度の振り返りとして、昨年度の記録ムービー

を観て頂いた後、今年度の活動内容に関するガ

イダンスを実施した。６月には、白子を３つの

地区（寺家・白子・江島）に分けて３つのグ

ループ毎に地区の将来像を検討した。具体的に

は、まず、2012 年度のまちづくり講座の結果

を踏まえて、まちの魅力・問題点を整理した。

次に、「生活シーンカード」や「目標イメージ

カード」を用いて将来像のまちで希望する生活

シーンやまちづくりの目標を検討した。その後、

目標像を達成するための具体的な提案イメージ

を 2012 年度に製作した「まちづくりアイデア

カード」を参考にしながら検討した。最後にグ

ループ毎の全体発表が行われた。７月には、三

重県庁から三重県における官民協働による街道

沿いのまちづくり事例の紹介があった後、３つ

の地区（寺家・白子・江島）のグループに分か

れて、前回の検討内容を踏まえた地区計画案に

対する修正意見を検討した。この修正意見を基

写真１：まちづくり講座の風景写真
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：旧伊勢街道
：海・川・水路など
：寺社
：公園・緑地
：教育施設・その他の公共施設

：まちかど博物館

西方寺（歴 16）

道標

道標
正因寺（歴 17）

　　　

子安観音寺（歴 15）
比佐豆知神社

日展作家長谷川八壽雄
のアトリエ（文 8）

昭和湯

伊勢型紙工房
中七勇匠庵（文６）

歌人山中智恵子
生家 市川型紙商店

楳荘翁碑（歴 25）

堀切川

道標（移築）

鼓ヶ浦駅

鈴鹿市伝統産業会館（文 7）

鼓ヶ浦サンスポーツランド

鼓橋

鼓ヶ浦観光案内所
舞子ヴィラ

鼓ヶ浦海水浴場 ( 自 2）
山口誓子の旧住居跡

野鳥のコロニー ( 自 3）

山口誓子などの句碑・歌碑群（文 11）
　　　　

鼓ケ浦中学校

寺家地区提案マップ
0

25m

50m

100m

Ｎ

＜空き地の活用＞

＜路地の整備＞

＜空き家の活用＞

＜来街者用駐車場＞

＜海岸沿いの堤防道路＞

＜参道空間の整備＞

＜駅前拠点の整備＞

＜未利用道路空間の活用＞

：その他の地域資源
：自然的資源
：文化的資源
：歴史的資源

：立て札 ( 鈴鹿市 50周年記念）
：トイレ
：駐車場

・子安観音寺前の参道沿いの
　デザインガイド作成
・街路整備
　　脱色アスファルト舗装
　　電柱の地中化
　　案内看板（地図）の設置
・各家の屋号を付ける。
・イベント時に沿道の建物に
　伊勢型紙の模様が入った
　暖 をかけてもらう

・白子駅と連携して
　レンタサイクルステーション
　を設置する
・郵便局、様々なイベント等
　に利用できる多目的
　スペースなど

・都市計画道路未開通
　のため、使用されて
　いない道路を暫定的
　に公園として活用

・空き家（北村邸）
　を地域施設
　（用途を要検討）
　としてコンバージョン

・空き地を多様な
　世帯が居住可能な
　集合住宅＋緑道に

・拡幅すべき路地
・保全すべき路地
・地域住民の意識を啓発する
　必要あり
・路地を保全する場合、
　防災広場を整備する
　などの代替案が必要

・堤防の強化
・サイクリングロード、
　散策路として整備

４ｍ
2.7ｍ

図２：検討結果（寺家地区）



─ 40 ─

にして、三重大学の製図課題「地区計画～海・

街道・史跡を活かした白子地区への再編計画」

を作成し、８月には鈴鹿市役所から鈴鹿市の景

観まちづくりについて解説があった後、５地区

に分かれて、現地見学会を実施した。９月には

伊達家とヒロモリ家の実測調査ワークショッ

プを行い、断面図や立面図を学生が作図した。

10 月には三重大学レーモンドホールにて学生

提案の中間講評会が開催され、12 月には鈴鹿

市役所にて地元発表会・地元展示会が開催され

た。

　まちづくり講座の参加者の内訳は、公民館を

利用する地域住民、三重県職員、鈴鹿市職員な

どで合計約 30名である。

３．海・街道・史跡を活かした白子地区への再
編計画
（１）課題の概要
　まちづくり講座の検討結果を基にして、三重

大学工学部建築学科３年生の建築設計製図４の

課題「地区計画～海・街道・史跡を活かした白

子地区への再編計画」に建築学科３年生２３名

が取り組んだ。課題の内容は以下の通りである。

　鈴鹿市白子地区（近鉄の東側）では 2012 年

度から白子公民館にて「白子まちづくり講座」

が開講され、まちづくりのための様々な取り組

みが積み重ねられてきた（「海・街道・史跡を

活かした白子のまちづくりのための 92のアイ

デア集」の製作、白子街道ウォークの開催、白

子まち歩きマップの製作、白子景観資源マップ

の製作など）。白子地区は近鉄特急が停まる白

子駅に隣接するアクセスの良さに加えて歴史的

資源が豊富に残り、美しい海岸などの自然資源

も有している。

　本課題では、30 年後を目処として、鈴鹿市

白子地区の空間計画を構想する。白子地区全体

の将来空間イメージは、「場所の特性に合った

適切な土地利用に転換し、増加しつつある空き

家・空き地を立地条件や空間の質に応じて都市

的土地利用と自然的土地利用に計画的に転換し

図３：海・街道・史跡を活かした白子地区への再編計画の対象地区
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ていくことで、海・街道・史跡を活かしたまち

へと再編していく」と想定することとする。ま

た、コンパクトシティ（立地適正化計画）や事

前復興まちづくりの観点から、微高地に立地す

る歴史的市街地に都市的機能を集約化すること

を計画の前提とする。建築の建て方のルール、

オープンスペースの取り方・ネットワーク、伊

勢街道や港との関係を考慮した建築の提案を期

待する（図３、写真２）。

（２）学生による提案の概要
　寺家地区では、路地の魅力化を図るために私

有地のコモン化と路地空間の拡大を狙った案

（チーム名：ハムステーキ、写真３）、路地を保

全するために一定の間隔で貯水槽・消防ホース

などを有する防災ポケットパークを整備した案

（チーム名：okk、写真４）が見られた。

　歴史的な町家が多く残る白子 A地区では、

伊勢街道沿いの建物の構成の変化を時代別に模

式化し、密度を高めつつ、歴史的な町並みと調

和した建替えのモデルとなるような案（チーム

名：AT-M、写真５）がみられた。

　白子港と伊勢街道に挟まれた白子 B地区で

は、白子港と伊勢街道を繋ぐ路地の魅力化の提

写真２：地区模型

写真３：寺家地区の提案模型１

写真４：寺家地区の提案模型２

写真５：白子 A地区の提案模型

写真６：白子 B地区の提案模型１
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案（チーム名：YKK、写真６）、白子港沿いに

朝市やレストランを整備することで人が集ま

る場にする案（チーム名：Shiroko Landscape 

Designers、写真７）がみられた。

　廻船問屋の伊達家や鏝絵のある町家が残る江

島 A地区では、街道と路地という２つの異な

る魅力を活かした建替えモデルの提案（チーム

名：SeaSide、図４）がみられた。

　伊勢街道沿いに２つのクランクがある江島 B

地区では、クランクの部分を交流広場として整

備する案（チーム名：はとぽっぽ、写真８）が

みられた。

４．終わりに
　結果として、白子まちづくり講座で出された

アイデアを全て設計課題にすることは難しく、

地区の範囲や課題内容を限定することになった

ものの、地域住民の意見を反映した設計課題に

対して学生の考えも内包しながら白子地区の将

来像を描くことができた（写真９）。「路地を活

用した生活共有空間の創出」、「防災広場を核と

したコモンスペースの整備」、「街道沿いの建替

えモデルの提案」、「職人や芸術家の創作活動の

場を地区内に創出」、「白子港が目的地となるよ

うな親水空間整備」、「伊達家を歴史交流拠点と

して整備」、「街道沿いのクランクを交流広場と

して再整備」など様々な魅力的な提案が出され

たわけだが、今後、これらの実現化に向けた取

り組みに期待をしたい。また、課題内容には行

政による整備ではなく民間（地域住民）主体の

整備を主とした。行政に頼るのではなく、まち

づくり市民事業により地区の空間改善を計画的

に実施していくことが重要だと考えたためであ

る。これらのまちづくり市民事業を支援するよ

うな街なみ環境整備事業などを活用しながら、

白子地区の空間改善が進むことを期待する。

参考文献
１）白子公民館・三重大学都市計画研究室：「海・街
道・史跡を活かしたまちづくりデザイン 2015 報告書」
（2015.12）

12 月８日

レストランしおかぜ

集合住宅「街の始点」

歩道の整備

写真７：白子 B地区の提案模型２

図４：江島 A地区の提案

写真８：江島 B地区の提案模型

写真９：地元展示会の風景
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Fig. 1 TEM images for the solvent-cast films of SI blended 

in the matrices of (a, d) HS10k, (b, e) HS100k, and (c, f) 

HS1050k at HS/SI=83/17 in volume. The films cast from 

toluene are shown in the images (a-c), while those from 

p-dioxane in the images (d-f). A scale bar in each image is 

corresponding to 200 nm. 
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Fig. 3 Average radius of PI core estimated from TEM images 

exhibiting spherical micelles. ( : HS10k-toluene, : 

HS10k-p-dioxane, : HS100k-toluene, �: HS100k-p-dioxane) 
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Fig. 4 A 2D SAXS pattern for the annealed film, prepared from 

toluene, of SI in the HS100k at 17 vol%. 

 

Fig. 5 SAXS profiles for SI at 17 vol% in the HS matrices having 

the different molecular weights, prepared from different solvents: 

toluene and p-dioxane. 

 

Fig. 2 TEM images for the SI blends with (a, c) HS10k and (b, 

d) HS100k at HS/SI=39/61 in volume. The films from toluene 

shown in the images (a, b) were annealed, while the ones from 

p-dioxane shown in the images (c, d) were as-cast. A scale bar 

in each image is corresponding to 200 nm. 
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Fig. 6 The correlation length of the spherical micelles estimated 

from primary peak of the structure factor S(q) in SAXS profiles. 

( : HS10k-toluene, : HS10k-p-dioxane, : HS100k-toluene, 

�: HS100k-p-dioxane) 

 

Fig. 7 SAXS profiles for SI at 61vol% in the HS matrices with 

the different molecular weights, prepared from different 

solvents: toluene and p-dioxane.  
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平成26年度

活動報告

１．産学官連携活動に関する報告等

２．センターおよび各組織の取り組み

３．連携組織の活動報告



取引における知的財産の保護と権利確保についての提言

三重大学産学官連携アドバイザー
公益財団法人三重県産業支援センター知財総合支援窓口　窓口支援担当者　村上一仁

産学連携コーディネーター（社会連携特任教授）　伊藤幸生

１．産学官連携活動に関する報告等
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成
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平成26年度 活動報告
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四日市フロント活動トピックス：「多文化共生を目的とした外国人児童教育の四日市
モデル作り」

平成26年度 産学連携活動報告
～奥伊勢バイオサイエンスセンター（BSC）活動状況（平成26年度）～

産学官連携アドバイザー（社会連携特認教授）　松尾雄志　/　地域イノベーション学研究科　教授　矢野竹男
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平成26年度 三重大学伊賀研究拠点の活動報告
－環境・食・文化の研究拠点を目指して－

産学連携アドバイザー（社会連携特任教授）　人見一晴

平成26年度 地域イノベータ養成室活動報告

地域イノベータ養成室長　西村訓弘

平成26年度 社会連携研究センター四日市フロント活動報告

産学連携コーディネーター（社会連携特任教授）　伊藤幸生

平成26年度 社会連携研究室活動報告

社会連携研究室長　西村訓弘

平成26年度 社会連携研究センターキャンパス・インキュベータ活動報告

キャンパス・インキュベータ長　西村訓弘　／　助教　加藤貴也

平成26年度 地域戦略センター活動報告

地域戦略センター長　西村訓弘

平成26年度 地域圏防災・減災研究センター活動報告

地域圏防災・減災研究センター長　畑中重光　/　特任助教　水木千春

平成26年度 新産業創成研究拠点活動報告

新産業創生研究拠点・所長　平松和政

平成26年度 機器分析部門活動報告

機器分析部門長　北川敏一

平成26年度 地域研究支援部門活動報告

地域研究支援部門長　矢野竹男

平成26年度 知的財産統括室活動報告
－出願および技術移転件数、Mip特許塾等の開催－

知的財産統括副室長　狩野幹人

平成26年度 活動報告

２．センターおよび各組織の取り組み
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２-１．各組織の活動報告



みえ産学官研究交流フォーラム 2014

第13回三重大学発産学官連携セミナー in 伊賀

第11回三重大学先端研究シンポジウム in 大阪

第12回三重大学先端研究シンポジウム in 東京

行事報告

２-２．セミナー・イベント等活動報告
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Experimental NMR and DFT Studies of 
Persistent Carbocations Derived from 
Hetero-Polycyclic Aromatic Hydrocarbons 
Containing Oxygen Atom: Dibenzo[b,d]- 
furan, Benzo[b]naphtho[1,2-d]furan, 
Benzo[b]naphtho[2,3-d]furan, 
Benzo[b]naphtho[2,1-d]furan, and 
Dinaphtho[2,1-b:1',2'-d]furan 

Bull. Chem. Soc. 
Jpn., 2014, 87, 
1235-1244. 

, Takao Okazaki,  
Madoka Nakagawa, 
Toshikazu Kitagawa, 
Kenneth K. Laali 

Electrochemistry of the Self-Assembled 
Monolayers of Dyads Consisting of Tripod- 
Shaped Trithiol and Bithiophene on Gold 

Molecules, 2014, 
19, 15298-15313. 

Toshikazu Kitagawa, 
Hiroaki Matsubara,  
Takao Okazaki,  
Koichi Komatsu 

4-(Pentafluorosulfanyl)benzenediazonium 
Tetrafluoroborate: A Versatile Launch Pad 
for the Synthesis of Aromatic SF5 
Compounds via Cross Coupling, Azo 
Coupling, Homocoupling, Dediazoniation, 
and Click Chemistry 

Eur. J. Org. Chem., 
2014, 1630-1644. 

Takao Okazaki,  
Kenneth K. Laali,  
Scott D. Bunge,  
Sonya K. Adas 

Mono- and dinitration of 
pentafluorosulfanylbenzenes with 
[NO2][BF4], and substrate selectivity 
(PhSF5 vs PhCF3 and PhSF5 vs PhNO2) in 
competitive nitration 

J. Fluorine Chem., 
2014, 165, 96-100. 

Takao Okazaki,  
Kenneth K. Laali,  
Srinivas Reddy 

The 2,4-dimethyl-7-pentafluorosulfanyl-5- 
(trifluoromethyl)dibenzo[b,d]thiophenium 
trifluoro- methanesulfonate: The 
SF5-analog of Umemoto salt 

J. Fluorine Chem., 
2014, 165, 91-95.  

Takao Okazaki,  
Kenneth K. Laali,  
Srinivas Reddy 

Nucleophilic Addition Reaction to the 
Iminium Salts Generated from Pipecolic 
Acid Derivatives and Application to the 
Synthesis of Bicyclic Compounds 

Asian J. Org. Chem, 
2015, 4, 128-131. 

M. Shimizu,  
A. Yato,  
T. Kawamura 

N-Alkylation of -Iminophosphonates and 
Application to Horner-Wadsworth- 
Emmons Reaction 

Chem. Lett., 2014, 
43, 1752-1754. 

M. Shimizu,  
M. Tateishi,  
I. Mizota 

Tandem N-Alkylation/Vinylogous Aldol 
Reaction of , -Alkenyl -Iminoester 

Org. Lett., 2014, 16, 
2276-2279. 

H. Tanaka,  
I. Mizota,  
M. Shimizu 

2-Aryl-4-quinolone Synthesis Using the 
Thermal Rearrangement of 
Iminocyclobutenones 

Heterocycles, 2014, 
90, 97-103. 

I. Hachiya,  
K. Yokoyama,  
A. Ito,  
M. Shimizu 

Chemoselective Reductions and Iodinations 
Using Titanium Tetraiodide 

Tetrahedron Lett., 
2014, 55, 2781-2788.

I. Hachiya,  
M. Shimizu 

Chiral -Lactam Synthesis through the 
Enantioselective Reduction of 
Iminocyclobutenones and Thermal 
Rearrangement of Aminocyclobutenones 

Asian J. Org. Chem, 
2014, 3, 614-618. 

I. Hachiya,  
A. Ito,  
M. Shimizu 

Synthesis and Asymmetric Anionic 
Polymerization of Substituted 
7-aryl-2,6-dimethyl-1,4- benzoquinone 
Methides 

Journal of Polymer 
Science Part A: 
Polymer Chemistry, 
2015, 53, 437-444. 

Takahiro Uno,  
Hiroshi Ohta,  
Masataka Kubo,  
Takahito Itoh 
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Polymer Electrolytes Based on Lithium 
Oxalate 

Ionics, 2015, 21, 
89-94.  

Masaru Heishi,  
Kenichi Shinmei,  
Dasanarayake Althge 
rasika Sanjiwa,  
Takahiro Uno,  
Masataka Kubo,  
Takahito Itoh 

Hybridization of Emitting Polyfluorene 
with Silicone 

Journal of Polymer 
Science Part A: 
Polymer Chemistry, 
2015, 53, 622-628. 

Shinji Nishikawa,  
Sayaka Kami,  
N. Ashikin,  
B. Haswan,  
Takahiro Uno,  
Takahito Itoh,  
Masataka Kubo 

Amorphous Polymeric Anode Materials 
from Poly(acrylic acid) and Tin(II) Oxide 
for Lithium Ion Batteries 

Journal of Power 
Sources, 2015, 275, 
1-5. 

Hiroyuki Yamaguchi, 
Shinji Nakanishi,  
Hideki Iba,  
Takahito Itoh 

Preparation of Self-Doped Conducting 
Polycyclopentadithiophene and Its 
Hybridization with Silica 

Journal of Polymer 
Science Part A: 
Polymer Chemistry, 
2014, 52, 
1374-1380. 

Noriaki Kumazawa, 
Makoto Towatari,  
Takahiro Uno,  
Takahito Itoh,  
Msataka Kubo 

Lithium Polymer Battery Based on 
Cross-linked Polymer Electrolyte 

Australian Journal 
of Basic and 
Applied Sciences, 
2014, 8, 405-408.  

Takahito Itoh,  
Takahiro Sakakibara, 
Mitsuru Kitamura,  
Takahiro Uno,  
Masataka Kubo,  
K. Hanai,  
Nobuyuki Imanishi, 
Yasuo Takeda 

Incorporation of Yellow-Emitting 
Polyfluorene Into Silica 

Australian Journal 
of Basic and 
Applied Sciences, 
2014, 8, 482-484. 

Masataka Kubo,  
Sayaka Kami,  
Z. Nurulashikin,  
B. Badrul Haswan,  
A. Zahidfullah,  
Takahiro Uno,  
Takahito Itoh 

Hybridization of Polyfluorene with 
Silicone Resin 

Australian Journal 
of Basic and 
Applied Sciences, 
2014, 8, 508-510. 

Shinji Nishikawa,  
Takahiro Uno,  
Takahito Itoh,  
Masataka Kubo 

Polymerization Reactivity in Solid State of 
Cocrystals Composed of Tetrakis(alkoxy- 
carbonyl)quinodimethanes and Quinoid 
Acceptors 

Australian Journal 
of Basic and 
Applied Sciences, 
2014, 8, 516-520. 

Takaya Fukushima,  
Takahiro Uno,  
Masataka Kubo,  
Takahito Itoh,  
Norimitsu Tohnai,  
Mikiji Miyata 

Preparation of Intrinsically Conducting 
Poly(cyclopentadithiophene) and 
Hybridization with Silica 

Australian Journal 
of Basic and 
Applied Sciences, 
2014, 8, 601-603. 

Nobuaki Kumazawa, 
Takahiro Uno,  
Takahito Itoh,  
Masataka Kubo 
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Living Radical Polymerization of 
7,7,8,8-Tetrakis(ethoxycarbonyl)quinodi- 
methane 

Australian Journal 
of Basic and 
Applied Sciences, 
2014, 8, 859-862. 

Takashi Kakehi,  
Takahiro Uno,  
Masataka Kubo,  
Takahito Itoh 

Properties of Solid Polymer Electrolytes 
Based on Vinyl Polymer with Pendant 
Cyclic Group 

Australian Journal 
of Basic and 
Applied Sciences, 
2014, 8, 829-832. 

Misaki Horiuchi,  
N. Sawada,  
Takahiro Uno,  
Masataka Kubo,  
Takahito Itoh 

Properties and Intramolecular Cyclization 
of -Carboxy- -Amino Heterodifunctional 
Poly( -caprolactone) and Poly( -valero- 
lactone) with Silica-Supported 
Condensation Agent 

Australian Journal 
of Basic and 
Applied Sciences, 
2014, 8, 820-822. 

Kouichi Saito,  
Daiki Ando,  
Takahiro Uno,  
Takahito Itoh,  
Masataka Kubo 

Asymmetric Anionic Polymerization of 
7-Cyano-7-alkoxycarbonyl-1,4-benzoquino
ne Methides 

Australian Journal 
of Basic and 
Applied Sciences, 
2014, 8, 784-787. 

Takahiro Uno,  
Noboru Nakagaki,  
Syouko Iizuka,  
Takeshi Nagai,  
Masataka Kubo,  
Takahito Itoh 

Gelation Behavior and Polymerization 
Reactivity of 7,7,8,8-Tetrakis(2- 
phenoxyethoxycarbonyl)- quinodimethane 

Australian Journal 
of Basic and 
Applied Sciences, 
2014, 8, 504-507. 

Chimaki Iida,  
Shinji Yamashita,  
Takahiro Uno,  
Masataka Kubo,  
Takahito Itoh,  
Norimitsu Tohnai,  
Mikiji Miyata 

Solubilization of Graphene Flakes through 
Covalent Modification with Well-Defined 
Azido-Terminated Poly( -caprolactone) 

Journal of Applied 
Polymer Science 
(DOI: 10.1002/ 
app.41569). 

Nabihah Abdullah,  
Kazuya Hatano,  
Daiki Ando,  
Masataka Kubo,  
Akira Koshio,  
Fumio Kokai 

Rheological Behavior of Hydrophobic 
Fumed Silica Suspensions in Different 
Alkanes 

Colloids Surfaces 
A: Physcochem. 
Eng. Aspects, 2014, 
456, 75-82. 

Risako Marunaka,  
Masami Kawaguchi 

Effect of Temperature on Surface 
Pressure-area Isotherms and Surface 
Dilational Moduli of Poly(N-isopropyl 
acrylamide) Monolayers Spread at 
Air-water Interface 

Colloids Surfaces 
A: Physcochem. 
Eng. Aspects, 2014, 
457, 469-475. 

Ken Yokoi,  
Masami Kawaguchi 

Surface Dilational Moduli of Polymer and 
Blended Polymer Monolayers Spread at 
Air-water Interface 

Adv. Colloid 
Interface Sci., 2014, 
214, 1-16. 

Takako Morioka,  
Masami Kawaguchi 

Rheological Responses of Pickering 
Emulsions Prepared Using Colloidal 
Hydrophilic Silica Particles in the Presence 
of NaCl 

Colloids Surfaces 
A: Physcochem. 
Eng. Aspects, 2015, 
465, 168-174. 

Takeshi Fuma,  
Masami Kawaguchi 

Development of Spectroelectrochemical 
Cells for in situ Neutron Reflectometry 

J. Phys.: Conf. Ser., 
2014, 502, 
012054-1-4. 

, 

, 
 

M. Yonemura, 
M. Hirayama, 
K. Suzuki,  
R. Kanno,  
N. Torikai,  
N. L. Yamada 
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Hydration and Ordering of Lamellar Block 
Copolymer Films under Controlled Water 
Vapor 

Macromolecules, 
2014, 47, 
8682-8690. 

, 

, 

, 
ISIS, 

 

Yohei Kamata,  
Andrew J. Parnell,  
Philipp Gutfreund,  
Maximilan W. A. 
Skoda,  
Andrew J. C. 
Dennison,  
Robert Barker,  
Shaomin Mai,  
Johathan R. Howse, 
Anthony J. Ryan,  
Naoya Torikai,  
Masami Kawaguchi, 
Richard A. L. Jones 

Ballooning Behavior of Droplet Sizes in 
Pickering Emulsions Prepared by 
Flocculated PS Latexes 

J. Dispersion Sci. 
Technology, 2015,  
36, 1748-1755. 

Takeshi Fuma,  
Masami Kawaguchi 

Incorporation of adenylate cyclase into 
membranes of giant liposomes using 
membrane fusion with recombinant 
baculovirus-budded virus particles 

Biotechnol. Lett., 
2014, 36, 
1253-1261. 

Takaaki Mori,  
Koki Kamiya,  
Masahiro Tomita,  
Tetsuro Yoshimura,  
Kanta Tsumoto 

Array of single-cell pairs on a microwell 
array based on positive dielectrophoresis 

Chem. Lett., 2014, 
43, 980-981. 

, 
Yuki Yoshimura,  
Chiaki Fujii,  
Masahiro Tomita,  
Fumio Mizutani,  
Tomoyuki Yasukawa 

Preparation of mesoporous silica thin films 
by photocalcination method and their 
adsorption abilities for various proteins 

Mater. Sci. Eng. C, 
2014, 40, 42-48. 

, 
Katsuya Kato,  
Hitomi Nakamura,  
Yoshihiro Yamauchi, 
Kazuma Nakanishi, 
Masahiro Tomita 

Cell paring using microwell array 
electrodes based on dielectrophoresis 

Anal. Chem., 2014, 
86, 6818-6822. 

, Yuki Yoshimura,  
Masahiro Tomita,  
Fumio Mizutani,  
Tomoyuki Yasukawa 

Immunoprecipitaion of bisphenol A by 
antibody-mesoporous silica composites 

J. Asian Ceram. 
Soc., 2014, 2, 
275-280. 

, 
Toru Orita,  
Masahiro Tomita,  
Kazuma Nakanishi, 
Katsuya Kato 

Strict targeting of receptors by 
stereospecific monoclonal antibodies 

FEBS J., 2014, 281 
(Suppl. 1), 503-504.

Masahiro Tomita,  
Chiho Miyamae,  
Yushi Isozaki,  
Yasuhiro Yamasaki, 
Kanta Tsumoto 

Gellan sulfate core platinum coil with 
tenascin-C promotes intra-aneurysmal 
organization in rats 

Transl. Stroke Res., 
2014, 5, 595-603. 

Hamada K,  
Miura Y,  
Toma N,  
Miyamoto K,  
Imanaka-Yoshida K, 
Matsushima S,  
Yoshida T,  
Taki W,  
Suzuki H. 
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Effect of tenascin-C on the repair of 
full-thickness osteochondral defects of 
articular cartilage in rabbits 

J. Orthop. Res. 
2015, 33, 563-571. 

Ikemura S,  
Hasegawa M,  
Iino T,  
Miyamoto K, 
Imanaka-Yoshida K, 
Yoshida T,  
Sudo A.  

The behavior of ligament cells cultured on 
elastin and collagen scaffolds 

J. Artif. Organs 
2014, 17, 50-59. 

Mizutani N,  
Kageyama S,  
Yamada M,  
Hasegawa M, 
Miyamoto K,  
Horiuchi T 

 
 

 

 2014 7 1  

 2014 12 18   

 
2014 12 12  

International Workshop on "Self-Assembling of Soft 
Matters and Its Control" Dr. Andrew J. Parnell (The 
University of Sheffield, UK), Dr. U-Ser Jeng (National 
Synchrotron Radiation Research Center & National Tsing 
Hua University, Taiwan) 

2014 11 26  

 
 

 

 



─ 100 ─



平
成
26
年
度 

活
動
報
告

─ 101 ─

26  
 

 
 

 
 

H23(2011) 4 “ ”
JST

H26
H25 JST

H26
4

LC/MS/MS
 

H26 H25
3 1

H26

 
  

 
 

H26 LC/MS/MS: 97 /1376 127 /689 , 
GC/TOF: 70 /346 107 /722 , GC/MS: 31 /195 107 /722 , HPLC: 
98 /890 79 /829 , : 23 /475 33 /579 H26

3,364,150 2,565,650
25 H27 3 H26

H23 H27 12  
H25  



─ 102 ─

 
 

 

 
 

H26 2 1 3
2

H26 2 1 1 2
 

 

H26 H24
H26

 
 

 
26 26 JST

H27 4

( )

( )

0

50

100

150

200

250

300

350

400

H23 H24 H25 H26 H27

( ) ( )



平
成
26
年
度 

活
動
報
告

─ 103 ─

 
 

 

26
2014 

 

26 9 19  

14:30 17:40  

 
26 11 14 15

10 00 17  
 

 
26 8 1  

13:00~17:00 

 

 

 
26 8 19  

10:00~12:00 

 

 

 

26 8 20  

10:00~16:00 

 

 

 

26 9 9 10  

10:00~15:00 

 

 

 

26 10 17  

13:30~16:15 

 

 



─ 104 ─



平
成
26
年
度 

活
動
報
告

─ 105 ─

26  

 
 
 

 

26
Ninja Ninja

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
26  

 
 

 
in  

 
13 27 2 7  

 
8

 
8 26 4 23 9 25 7 29 10 25 10 29  
11 27 1 22  

 
 



─ 106 ─

2 26 4 23 3 26 7 10 4 26 12 10  
 

 18  
 

 
 

8 26 3 6  
 

 
 

 
 

 
 
 

2014   
 

10 2
1

 
20

 
 

 
 

2  
 

 

28 7 The NINJA
 



平
成
26
年
度 

活
動
報
告

─ 107 ─

2014

 

(B to B )

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

2014  
/

 



─ 108 ─

13  
 

 
 

27 2 6   
  4  

 

140  

 

1 5
 

 
 

 
   

     
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     
          1  

 
 



平
成
26
年
度 

活
動
報
告

─ 109 ─

 
11  

In  
 

 
 

 
 

( )  
26 6 3 ( ) 

10  
 

 

2
 

160  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

   
  

  
 

 
 

 
               

 
 

 
 

 
 
 
 



─ 110 ─

 
12  

In  
 

 
 

 
 

( )  
26 12 5 ( ) 

 5   
 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

  
  

 
 

   
 

 
  

 
 

 
JCHO   

 
 
80 90    

 
 



平
成
26
年
度 

活
動
報
告

─ 111 ─

 
 

 
 

 
 

 



─ 112 ─

 
 



平成26年度 活動報告

３．連携組織の活動報告

平
成
26
年
度 

活
動
報
告

Research Report No.23   Mie University Community-University Research Cooperation Center

株式会社三重ティーエルオーからの報告



平
成
26
年
度 

活
動
報
告

─ 113 ─

2014   

 
652,131 (573,645 )

221,332
 

( )  
 

 
 

11,200  
115

 
 

6,111  
1,593 2 3

 
 

7,639  

2014 2015

 
 

20,685  
7,233 (

)
 



─ 114 ─

1

 
 

7,013  
2,102  

 
 

52,648  3,866  
 

 

 
 

22,033  
411 1

 
 

5,430  
1,535  

 
 

 
 

( )
( ) 10,900

 
 12,872  

50 40 7 10
 

13,589  



平
成
26
年
度 

活
動
報
告

─ 115 ─

1,810  
 

51,989  
13,522  

 
( ) 6,959 52,647,803 51,988,713 6,959

652,131  
(34,199 (396,600 ) (

) 221,332  
 

 
11,200,000 

 6,111,001 
7,638,896

20,684,743 
 7,013,163 

52,647,803 

 
 

51,988,713 
( ) 652,131 

 617,932  
396,600 

 221,332 

2015 3 31  

58,254,462  57,894,367  360,095 
 7,563,828 (  0) 

( ) 50,690,634,  13,000,000  37,906,634 

 
 

 

 

 
 

 

 
 



─ 116 ─

 

 
 

 

 
 

TLO 2014 7 1  
2002 4 16 TLO  

 
(1)  (2) (3)   

 
( )      

  
 

   
  

 
  

( ) 
 ( )  
 ( ) ( ) ( ) 

0 20 40 60 80
H14
H16
H18
H20
H22
H24
H26

0 5 10 15

0 20 40

  

 



平
成
26
年
度 

活
動
報
告

─ 117 ─

M H F K  
 

 
13’ 8 30  

 13’ 11.17  
2013  

 
 

 



─ 118 ─



Research Report No.23   Mie University Community-University Research Cooperation Center

平成27年度

センターの概要

２．センターのご利用について

１．センターの紹介



平成27年度 センターの概要

１．センターの紹介
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三重大学の社会連携体制と社会連携研究センター

産学官連携アドバイザー・コーディネーター等紹介

設備概要（センター現有機器）

建築概要

キャンパス・インキュベータ紹介

Research Report No.23   Mie University Community-University Research Cooperation Center
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社会連携研究センターの体制と概要

社会連携研究センター（Community-University Research Cooperation Center）
社会連携活動の企画・運営 
知的財産の創造と活用
産学官連携を通した教育と研究

社会連携研究室（Community-University Research Cooperation Office）
産学官連携グランドプランの策定
産学官連携の推進・企画・広報
企業支援プロデュース、地域連携支援等、CSEM-三重連携オフィス

（地域イノベーター養成室）
　企業の成長を牽引するイノベータの養成

（尾鷲市　三重大学連携室）
　尾鷲市に関わる共同研究等の推進

四日市フロント（Yokkaichi Community-based Research Network）
北勢地域企業等との共同研究支援

キャンパス・インキュベータ（Campus Incubators）
大学発ベンチャーと新事業の創出拠点

地域戦略センター (Regional Area Strategy Center)
地方自治体との連携により地域課題の解決に貢献

地域圏防災・減災研究センター (Disaster Mitigation Research Center)
地域圏の産学官民連携による防災・減災関連活動の推進

〔 研究部門、教育部門、社会連携部門、災害医療部門、みえ防災部門 〕

機器分析部門（Department of Instrumental Analysis）
学内研究者等の研究・開発等の支援

地域研究支援部門（Department of Research Support）
学内及び学外からの分析・計測等の研究・開発支援

知的財産統括室 (Intellectual Property Office)
三重大学発の知的財産の創出・管理・活用の推進

伊賀研究拠点（Iga Community-based Research Institute）
伊賀地域企業等との共同研究支援拠点

新産業創成研究拠点 （Industrial Technology Innovation Institute）
事業化と人材育成を目指した戦略的な産学共同プロジェクト研究の実施拠点

研究展開支援拠点 （Creative Research & Development Institute）
共同利用機器を活用した学内外の研究開発支援と人材育成拠点

株式会社 三重ティーエルオー
社会連携研究センターに活動拠点を置く技術移転機関（文部

科学省・経済産業省承認）です。三重大学をはじめ、三重県

内の７高等教育機関の研究者が設立の主体となっています。

連携組織
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産学官連携アドバイザー・コーディネーター等紹介

（五十音順）   
 産学官連携アドバイザー 

   

安　部　龍太郎（あべ　りゅうたろう） 役職・所属
専 門 分 野

／歴史小説家
／文学

伊 藤 公 昭（いとう　きみあき） 役職・所属

専 門 分 野

／株式会社三重銀総研常務取締役
　三重大学特任教授　博士（学術）
／経営学
　６次産業化サポート

上 野 隆 二（うえの　りゅうじ） 役職・所属
専 門 分 野

／三重大学名誉教授
／水産学

相 可 友 規（おうか　ともき） 役職・所属
専 門 分 野

／四日市教育委員会委員
／経済

大　倉　雄次郎（おおくら　ゆうじろう） 役職・所属

専 門 分 野

／大倉公認会計士・税理士事務所
　関西大学名誉教授
／会計学

大　原　興太郎（おおはら　こうたろう） 役職・所属
専 門 分 野

／松阪協働ファーム代表取締役会長
／農学

奥 　 久 輝（おく　ひさてる） 役職・所属
専 門 分 野

／パテントアナリシス代表者
／知的財産

笠 井 美 孝（かさい　よしたか） 役職・所属

専 門 分 野

／特許業務法人
　笠井中根国際特許事務所
／弁理士

加 藤 　 浩（かとう　ひろし） 役職・所属
専 門 分 野

／日本大学大学院知的財産研究科　教授
／弁理士

川 上 仁 一（かわかみ　じんいち） 役職・所属

専 門 分 野

／社団法人伊賀上野観光協会
　伊賀流忍者博物館　名誉館長
／忍術学

小 林 洋 平（こばやし　ようへい） 役職・所属
専 門 分 野

／ケーワイ国際特許事務所所長
／弁理士

佐々木　宜　彦（ささき　よしひこ） 役職・所属
専 門 分 野

／一般社団法人電力土木技術協会会長
／土木工学

志 村 恭 子（しむら　きょうこ） 役職・所属

専 門 分 野

／元　三重県保健環境研究所
　総括研究員兼衛生研究課長
／薬学

高 橋 千 秋（たかはし　ちあき） 役職・所属
専 門 分 野

／社会連携特任教授
／政治

武 田 美 保（たけだ　みほ） 役職・所属
専 門 分 野

／株式会社ジャパンスポーツマーケティング
／スポーツ振興

竹　峰　誠一郎（たけみね　せいいちろう） 役職・所属
専 門 分 野

／明星大学人文学部人間社会学科常勤准教授
／環境社会学
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辻 　 保 彦（つじ　やすひこ） 役職・所属
専 門 分 野

／辻製油株式会社　代表取締役会長
／応用科学

中 井 茂 平（なかい　もへい） 役職・所属
専 門 分 野

／上野都市ガス株式会社　代表取締役副社長
／経営・エネルギー

中 西 洋 文（なかにし　ひろふみ） 役職・所属
専 門 分 野

／丸太水産代表
／水産

中 畑 裕 之（なかはた　ひろゆき） 役職・所属

専 門 分 野

／株式会社百五経済研究所地域調査部
　部長　主席研究員
／経済・経営

早 津 晴 樹（はやつ　はるき） 役職・所属
専 門 分 野

／社会連携特任教授
／知的財産

松 尾 雄 志（まつお　ゆうし） 役職・所属

専 門 分 野

／京都大学大学院医学研究科特別研究員
　一般社団法人奥伊勢BSC　理事長
／ヘルスサイエンス

三 井 雅 之（みつい　まさゆき） 役職・所属
専 門 分 野

／三井コンサルティング代表
／医薬品・機能性食品
　リラクゼーション試験

村 田 吉 優（むらた　よしまさ） 役職・所属
専 門 分 野

／株式会社サイネックス代表取締役社長
／地域政策

山 﨑 忠 久（やまざき　ただひさ） 役職・所属
専 門 分 野

／三重大学　名誉教授
／農学

渡 辺 久 士（わたなべ　ひさし） 役職・所属

専 門 分 野

／豊橋技術科学大学
　研究推進アドミニストレーションセンター　客員教授
／知的財産

櫻 井 　 宏（さくらい　ひろし） 役職・所属

専 門 分 野

／桜コンサルタント合同会社
　技術・制作研究所長
／土木工学、コンクリート工学、信頼性・維持管理工学

松 井 　 強（まつい　つよし） 役職・所属
専 門 分 野

／のびすく代表
／要保護児童及び関係者支援事業
　要支援児童及び家族の支援事業
　地域連携による安心・安全・活発な環境づくり事業
　学びに関する事業

倉 田 史 佳（くらた　ふみか） 役職・所属
専 門 分 野

／プン・グラフィックス代表
／ブランディング・デザイン

丸 山 篤 芳（まるやま　とくよし） 役職・所属
専 門 分 野

／松阪地区医師会臨床検査センター
／医学

人 見 一 晴（ひとみ　かずはる） 役職・所属

専 門 分 野

／元　三重県農林水産商工部　理事
　（財団法人三重県産業支援センター 常務理事）
　元　財団法人国際環境技術移転研究センター  常務理事
／地方自治、地域経済、環境技術移転

松 田 裕 子（まつだ　ゆうこ） 役職・所属
専 門 分 野

／南伊勢町まちづくり政策監
／地域政策，農村振興，農業経済学
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 コーディネーター等 

   

林 家 菊 丸
（ 池 山 博 一 ）

（はやしや　きくまる） 役職・所属
専 門 分 野

／㈱よしもとクリエーティブ・エージェンシー
／落語家

今　井　伸二郎（いまい　しんじろう） 役職・所属

専 門 分 野

／東京工科大学・応用生物学部
　教授（医学博士）
／免疫学、機能性食品学

伊 藤 幸 生（いとう　ゆきお） 役職・所属

専 門 分 野

／元　大同特殊鋼株式会社　技術開発研究所主任研究員
　元　大同工業大学産学連携共同研究センター
　NEDOプロジェクト担当マネージャー
／NEDOプロジェクト運営、中小企業の技術開発

奥 山 克 己（おくやま　かつみ） 役職・所属

専 門 分 野

／元　三菱化学株式会社　理事、新商品研究所長、
　表示部材研究所長、機能化学開発部門長
／プラスチック加工技術開発、部材開発、商品開発

齋 木 里 文（さいき　さとみ） 役職・所属
専 門 分 野

／元　東洋紡株式会社
／作物栄養学、植物生理学、バイオ全般

島 田 武 雄（しまだ　たけお） 役職・所属
専 門 分 野

／元　株式会社ロンビック　常務取締役
／中小企業の経営改善、革新支援（得意分野：製造業）

杉 山 早 実（すぎやま　はやみ） 役職・所属

専 門 分 野

／元　神鋼電機株式会社　知的財産室室長、
　開発本部研究部長
／知的財産、カラープリンタ技術、高圧回転機技術

横 森 　 万（よこもり　よろず） 役職・所属

専 門 分 野

／元　協和発酵ケミカル株式会社　開発部長、
　四日市研究所長、四日市工場長
／高分子物性、塗料用樹脂の開発他

渡 邉 俊 博（わたなべ　としひろ） 役職・所属

専 門 分 野

／元　富士電機リテイルシステムズ株式会社
　環境推進室長
／環境マネジメントシステム、中小企業の経営支援
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設備概要（センター現有機器）

設　　　備　　　名　　　称 説　　　　　　　明

1 粉末X線回折測定装置

株式会社リガク　RINT－Ultima IV
　本装置は、物質にX線を照射し、X線の回折の結果を解析
して、結晶内部での原子の配列、格子定数、非晶と結晶の比
率、晶系などを調べる分析装置である。測定対象として、無
機鉱物から、超伝導物質、半導体、結晶性高分子などに適応
でき、薬品、セラミックス、触媒などの品質管理から、有機
薄膜、磁性材料、半導体薄膜の表面分析および、物質の同定、
精密な定量などが可能である。ドア開口部から試料までのア
クセス距離が短く、操作性が大きく向上しており、試料交換、
アタッチメントの着脱はもちろんのこと、光学系の交換も極
めて容易である。

2 プラズマ発光分析装置

株式会社島津製作所　ICPS－7500
　本装置は、高周波誘導結合プラズマを光源とした発光分析
装置であり、溶液試料に含まれる金属元素（一部の非金属を
含む）濃度を同時に多種類の元素について測定できる。試料
は水溶液であることを必要とし、固体の試料は酸化分解する
などしてあらかじめ溶液化する必要があるが、測定できる濃
度範囲は他の分析法（たとえば原子吸光法）と比較して広く、
概ね二桁の巾がある。溶液試料の極微量元素の定性分析・定
量分析から高濃度分析まで、幅広い分析評価に対応している。
研究開発のための分析、生産管理のための自動分析、環境管
理における水質監視分析などに用いられる。

３ 二重収束質量分析計

日本電子株式会社　JMS－700D
　本装置は、オートサンプラー付きガスクロマトグラフと直
接導入装置を備えた高分解能質量分析計である。イオン化法
はEIに限られるが、イオン源をはじめとする各種パラメータ
のオートチューニング機能を搭載したフルコンピュータコン
トロールを特長とする。高いイオン収束作用をもつQレンズ
により、使用可能スリット幅を広く設定でき、超微量高感度
分析のクオリティーが高く、高感度測定に極めて有効である。
また、 60,000以上の分解能が容易に得られる高分解能を有し、
高質量領域においても正確に質量決定することができる。物
質の同定、定量、混合物の分析などに用いられる。



─ 124 ─

設　　　備　　　名　　　称 説　　　　　　　明

4 光電子分光分析装置

株式会社島津製作所　ESCA－3400
　本装置は、物質表面にＸ線を照射し、放出された光電子の
運動エネルギーの分布から構成元素の種類と状態を調べる分
光分析装置である。阻止電場形アナライザとコニカル形X線
銃の組み合わせにより絶縁性材料・導電性材料の分析が可能
である。また、強力なターボ分子ポンプを装備しており、一
昼夜の連続分析や、真空度の上がりにくい汚れた試料にも対
応できる。固体表面の組成分析、化学結合の状態調査など、
新素材やエレクトロニクス材料の研究、品質管理・製造管理
分析などに用いられる。

5 熱分析システム

エスアイアイ・ナノテクノロジー株式会社
EXSTAR6000型

　本装置は、温度変化に伴う物質、材料の構造変化を調
べる装置である。通常の熱重量・示差熱分析装置（TG ／
DTA）に加えて、２台の示差走査熱量計（DSC）からなる
測定装置をコンピュータ制御するシステム構成になっている。
TG／ DTAは天秤ビームが水平作動型で外部の振動等に強
い特性を持っている。DSCの一方は超高感度型で0.2μWの
測定感度で精度の高い測定が可能である。サンプルの融解、
ガラス転移、熱履歴、結晶化、硬化、キュリー点、酸化安定
性、熱変性などの分析に用いられる。また、比熱、純度測定
にも応用が可能である。

6 高分解能核磁気共鳴装置

日本電子JNM A500型
　本装置は、超伝導磁石と最新のコンピューター制御及び処
理機能を持つフーリエ変換方式による核磁気共鳴装置（FT
－NMR）であり、高磁場・高分解能の特性を生かして、生
体材料を含むさまざまな素材の固体及び溶液状態の分子構造
解析を行うものである。超伝導FT－NMRはその抜群の感度、
ケミカルシフトの広がり、そして装置の安定性から幅広い分
野で利用されるようになり、化学シフトやスピン－スピン結
合の観測から物質中の原子配置、電子構造、分子の微細構造
等に関する情報が得られる。また現代のFT－NMR装置では
多様なパルスシーケンスを用いることによって、対象サンプ
ルの情報を容易に引き出すことができる。
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設　　　備　　　名　　　称 説　　　　　　　明

7 多モードトポ解析システム

電子線マイクロアナライザ一式（波長分散型） 
紫外線・赤外線顕微分光測定装置一式 試料
調整装置一式その他

　本システムは、電子線マイクロアナライザ（波長分散型）、
試料調整装置から構成され、各種電子デバイス、材料、生物
組織の組成や特性についての詳細な知見を得るために用いら
れる。電子線マイクロアナライザにより、ホウ素（原子番号
５番）からウラン（92番）までの元素について、組成や状態
を高精度・高分解能で自動的に定量分析できる。断面構造、
表面物性、結合状態等を、広い波長領域（0.2－0.9µm：非分
光）のカソードルミネッセンス強度評価も組成データと関連
させて解析を行うことができる。試料調整装置により、測定
に最適な試料を作製できる。

8 大型構造物試験装置

ジャッキシステム一式、 油圧装置一式、制御・
計測装置一式、載荷用フレーム一式、その他

　本装置は、実大あるいは実大に近い構造物並びに構造部材
に、圧縮・曲げ・せん断・捩りを伴う複合荷重を載荷する実
験を通じて、構造物の示す複雑な弾塑性挙動を解明するため
の装置であり、鉄骨造・鉄筋コンクリート造・鉄骨鉄筋コン
クリート造・鋼管コンクリート造・木造などの柱・はり・平
面骨組・立体骨組に複合荷重を載荷し、これら構造物に生じ
る核種変形やひずみを検出して、構造物の弾塑性挙動の分析
に用いるものである。既に設置してある、定着して反力をと
るための反力床並びに反力壁とともに使用し、対象構造物に
押し・引きの静的あるいは動的な力を油圧によって加えるア
クチュエーター、アクチュエーターに圧力油を供給する油圧
装置、アクチュエーターをあらかじめプログラムされた荷
重あるいは変位経路にしたがって作動させるための制御装置、
静的あるいは動的な鉛直方向圧縮・引張荷重を載荷するため
の載荷用フレームよりなっている。

9 高分解能核磁気共鳴装置

日本電子JNM －ECX400P型
　本装置は、最新のデジタル技術と高周波技術を駆使して
開発されたFT－NMR装置である。高性能・高機能分光計は、
分子構造解析や材料評価といった従来のNMRの応用分野に
とどまらず、新たな創薬、ポストゲノム研究、新素材開発な
ど、将来の科学技術の発展にも対応する先進性を備えている。
オートチューンユニットを用いることで、核種の切替え、温
度や溶媒の違いにより必要となるプローブのチューニングや
マッチングの操作がコンピューターにより自動的に実行され
る。オートチューン機能は、NMRの観測主要核をほとんど
含む、１H、19Fおよび31P ～15Nまでの広い周波数範囲の核
種に適応できる。
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10 走査型X線光電子分光分析装置

アルバック・ファイ　PHI Quantera SXM
　本装置はX線を試料に照射することにより、試料表面から
放出される光電子のエネルギーを測定することで表面の組成
並びに化学結合状態に関する情報を得ることができる表面分
析装置である。励起源がX線であることから基本的に非破壊
検査方法であり、水素を除くすべての元素を検出することが
できる。また、本装置の特徴として最小径９μmのX線ビー
ムの走査、SXI（Scanning X－ray Image）による正確・迅
速な微小分析位置の特定、絶縁物試料の帯電中和、自由なパ
ラメータ設定による深さ方向分析やデータ解析ソフトウェア
による高度なデータ解析などをあげることができる。

11 高速液体クロマトグラフ質量分析装置

サーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社
LTQ Orbitrap Velos ETD

　農水産物などの天然資源、食品中に含有される微量な有効
成分、低分子物質および蛋白質等の高分子物質の探索、同定。
精密質量分析（ミリマス測定）による分子量の同定。MSと
MSnのパラレル測定が可能。

〈オプション・付属機器〉
イオン源：ESI、Advion TriVersa Nano Mate
HPLC：ConventionalLC、NanoLC

12 ガスクロマトグラフ質量分析装置

日本電子株式会社 
AccuTOF GCV JMS-T100GCV型 GC－TOF

　農水産物などの天然資源、食品中に含有される有効成分・
物質の分析に使用する。精密質量分析（ミリマス測定）によ
り低分子化合物や、揮発性化合物など同定、定量が可能。

〈オプション・付属機器〉
ガスクロマトグラフ：Agilent Technologies 7890A
質量分析計：JEOL AccuTOF GCv JMS－T100GCV
イオン化法：EI、FI、FD、DIP
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設　　　備　　　名　　　称 説　　　　　　　明

13 ガスクロマトグラフ装置

株式会社島津製作所
GCMS－QP2010Ultra、GC－2010Plus

　農水産物などの天然資源、食品中に含有される有効成分・
物質の分析に使用する。低分子化合物、揮発性化合物などの
同定、定量など。２種類のオートサンプラーによる多検体自
動測定が可能。

〈オプション・付属機器〉
ガスクロマトグラフ：SIMADZU GC－2010 Plus
質量分析計：SIMADZU GCMS－QP2010 Ultra
イオン化法：EI、CI
オートインジェクター：SIMADZU AOC－20i
オートサンプラー：SIMADZU AOC－20s
ヘッドスペースオートサンプラー：Perkin Elmer TurboMatrix40

14 高速液体クロマトグラフ

日本分光株式会社 
LC-2000Plus

　農水産物などの天然資源、食品中に含有される有効成分
（主にアミノ酸、ビタミンおよびポリフェノール類）の定量、
同定などに使用する。

〈オプション・付属機器〉
アミノ酸分析システム
　検出器：FP－2020（インテリジェント蛍光検出器）
糖分析システム
　検出器：RI－2031（インテリジェント示差屈折計）
　MD－2018 （PDA検出器）
　有機酸分析システム
検出器：UV－2070（インテリジェント紫外可視検出器）
　クロマトグラフィーデータステーション

アミノ酸分析システム  データーステーション

糖分析システム  有機酸分析システム

15 フーリエ変換赤外分光システム

株式会社パーキンエルマージャパン 
フーリエ変換赤外分光光度計 
Spectrum Spotlight200 顕微
FT－IRシステム

　農水産物などの天然資源、食品中に含有される成分・物質
の物性分析に使用する。 物質の同定（純品のみ）、官能基の
種類の定性分析、分子構造の解析など。

〈オプション・付属機器〉
検出器：MCT検出器
　ATR マッピング・透過マッピング・反射マッピング・オー
トフォーカスマッピング・ラインスキャンなどのマッピング
機能搭載。



─ 128 ─

設　　　備　　　名　　　称 説　　　　　　　明

16 におい識別装置

株式会社島津製作所 
におい識別装置FF－2020

　農水産物などの天然資源，食品中に含有されるにおい成分
の分析に使用する。 
　におい成分（揮発性成分）の分析、傾向分析（類似度）、
強度分析（臭気寄与）などを行う。

〈オプション・付属機器〉
測定方法
・サンプルバッグ法
・ヘッドスペース法
保温・冷却装置：AOC－5000

17 ハンディ NIR（近赤外分光器）

Polychromix社 PHAZIR－1624、PC
　農水産物などの天然資源、食品中に含有される成分・物質
の物性分析に使用する。
　脂質の定量、混合均一性の定性分析、原料の受け入れ検定
など。

●本体のみ外部貸出可（１回１週間まで）

本　体  PC（解析ソフト）

18 共焦点レーザー走査顕微鏡

オリンパス株式会社 
共焦点レーザー走査型顕微鏡 
FV10C－W－SET

　農水産物などの天然資源、食品中の表面状態、細胞および
微生物における特定遺伝子の発現動態分析などに使用する。

〈オプション・付属機器〉
簡易インキュベータ：最長３日間、温度37℃、CO2濃度５％
の条件で培養かつタイムラプス撮影可能
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設　　　備　　　名　　　称 説　　　　　　　明

19 粉砕機

安井器械株式会社 
マルチビーズショッカー

　農水産物などの天然資源を粉砕し、サンプル調製をするた
めに使用する。

〈オプション・付属機器〉
粉砕専用チューブ：２ｍL～50ｍL、96ウェル対応
専用遠心機有り
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◇平成５年遺伝子実験施設（ 現生命科学研究支援センター）と合築

　　　　　　　　　（平成５年11月竣工）

　構 造 規 模　　鉄筋コンクリート造３階建て
　建 築 面 積　　  948.56平米（遺伝子実験施設含む）
　延べ床面積　　2667.35平米（遺伝子実験施設含む）
　　　　１階　　  926.48平米（遺伝子実験施設含む）
　　　　２階　　  833.62平米（遺伝子実験施設含む）
　　　　３階　　  893.25平米（遺伝子実験施設含む）
　　　ＰＨ階　　 　14.00平米（遺伝子実験施設含む）

◇平成16年 キャンパス・インキュベータ増築 

　　　　　　　　　（平成16年３月12日竣工）

　構 造 規 模　　鉄筋コンクリート造３階建て
　建 築 面 積　　  328平米　　　　　　　　　
　延べ床面積　　1010平米　　　　　　　　　
 　　  １階　　  328平米　　　　　　　　　
 　　  ２階　　  327平米　　　　　　　　　
 　　  ３階　　  327平米　　　　　　　　　
 　　 PH階　　　28平米

◇平成25年　地域イノベーション研究開発拠点増築

　　　　　　　　　（平成25年12月10日竣工）

　構 造 規 模　　鉄筋コンクリート造一部６階建て
　建 築 面 積　　1,162平米
　延べ床面積　　4,765平米
　　　　１階　　1,084平米
　　　　２階　　1,080平米
　　　　３階　　1,094平米
　　　　４階　　  689平米
　　　　５階　　  689平米
　　　　６階　　  129平米

建築概要

キャンパス・インキュベータ

地域イノベーション研究開発拠点
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　平成27年度は、６企業の方々が「キャンパス・インキュベータ」に入居し、新事業への取り組みを意欲的
に行っています。今後も、三重大学発ベンチャーとして大いなる飛躍が期待されています。

キャンパス・インキュベータ紹介

２　階
部 屋 名　　　　　　　称 代 表 者 事　　　業　　　内　　　容

217 株式会社MZT 田中　利男

三重大学において開発されたゼブラフィッシュ創
薬支援システムにより、医薬品開発や次世代個別
化医療、機能性食品開発および環境安全性管理な
どにおいて、社会貢献を目指しています。

218 株式会社　アーリー・バード・
エージェント 伊藤　秋則

三重県へのＵ・Ｉターン就職に特化した人材紹介
を通じて、三重県出身者とその家族のQOL向上、
県内企業のイノベーションをサポート

220 技術研究組合Lignophenol
＆Systems 舩岡　正光

リグノセルロースからリグニン・糖類を分離回収
する技術（相分離系変換技術）及び回収したリグノ
フェノールの用途開発に関する研究・事業化推進

221 津市-三重大学連携・企業成
長支援室 西村　訓弘

津市と三重大学の連携協力協定の一環で、地域産
業の発展を目的として、大学発ベンチャーの継続
的な支援222

３　階
部 屋 名　　　　　　　称 代 表 者 事業内容

319 バイオコモ 株式会社 福 村  正 之

重篤感染症・がんに対する新規ワクチン（BC-PIV）
およびワクチン効果を高めるアジュバントの開発
エボラウイルス、RSウイルス感染症に対する予防
ワクチンの開発

321 合同会社ILS-project 寺村　義和
飛散蛋白検出インジケーターは高度に自動化され
た検査室の環境モニターとして衛生管理・安全管
理上有用なものであり、実用化試験中

キャンパス・インキュベータ外観 室内の様子
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研究協力制度について〈共同研究・受託研究・受託研究員・寄附金〉

三重大学の利用方法〈産学官連携を進めるために〉

科学技術相談〈三重大学科学技術相談申込書〉

Research Report No.23   Mie University Community-University Research Cooperation Center
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１．制度の概要
　この制度は、本学の研究者と一般企業や公共団体等の研究者が対等の立場で、共通の研究課題について、
「契約」に基づき「共同研究」を行い、優れた研究成果を生みだそうとするものです。

２．研究の形態
⑴大学において、双方の研究者が共通の課題について共同で研究を行います。原則として大学の施設を利
用して行われますが、研究設備の都合により民間企業等の施設においても研究することができます。〔共
同型〕

⑵大学及び企業等において、各々研究者が共通の課題を分担し研究を行います。〔分担型〕

３．共同研究区分の説明（必要な経費）
　次の３つの形式になります。
⑴企業等の研究者（研究員）の受け入れのみで可能な研究。（大学において、直接経費を要しない場合）

研 究 員 料：１人につき６ヶ月で21万６千円、12ヶ月で43万２千円が基本となっております。
なお、実施期間がそれらの期間を超える場合は、その期間に応じて基本となる
額を加算いたします。

⑵大学において、企業等の研究者（研究員）を受け入れて、各々の研究者が共同して行う研究。
研 究 員 料：上記⑴の研究員料に同じ。
直 接 経 費：謝金、旅費、消耗品費、設備備品費、その他役務費、光熱水料等の直接的な経費
一般管理費：直接経費の５％

⑶大学及び企業等において，各々の研究者が共通の課題を分担して行う研究。（研究員の受け入れなし
の場合）

直 接 経 費：上記⑵の直接経費に同じ。
一般管理費：上記⑵の一般管理費に同じ。

研究協力制度について〈共同研究・受託研究・受託研究員・寄附金〉

共　同　研　究

共同研究開始までの事務手続きの流れ

① コーディネータ・教員との相談

② 研究申込み

④ 契約の締結

③ 受入決定の通知

⑤ 研究経費の請求書

⑥ 研究経費の支払い

⑦ 研究の開始共同研究 共同研究

企業・
官公庁等

三重大学

請求書の支払期日は、発行日か
ら30日以内を原則としておりま
すが、指定も可能です。

請求書の発行
契約の締結後１週間程度を要します。

外部資金等委員会

月２回の審査（第２・４金曜日）
注）当該審査日の７日前までの
申込み分について一括審査を
しております。

⎧
｜
｜
｜
⎩

⎧
｜
｜
｜
⎩

⎧
｜
⎩
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４．研究期間
　企業等との合意による任意の期間とし、翌年度以降にわたる複数年契約も可能です。なお、研究期間は
概ね５年を上限とします。それ以上にわたる契約も可能ですが、事務担当とご相談願います。
　また、経費についても、ある程度の分割納付契約が可能です。

５．企業等の研究者（研究員）
　現に研究業務等に従事し、本共同研究に参加が可能な研究者や在職したまま大学に派遣が可能な研究者
をいいます。

６．手続き・仕組み
⑴共同研究申込書及び共同研究員調書（企業等の研究者を受け入れる場合）を社会連携チームに提出して
いただきます。

⑵本学外部資金等委員会の審議を経た上で、受入決定を通知いたします。
⑶双方の合意の上で、契約を締結いたします。
⑷研究経費（研究員料、直接経費及び一般管理費）を本学に入金していただくための振込用紙（請求書）
を送付します。

⑸上記⑷の所定経費を振り込んでいただきます。なお、振込手数料が別途かかりますので金融機関に御確
認下さい。

⑹研究経費は本学の会計機関の下で経理いたします。
⑺研究経費の入金確認後、共同研究を開始いたします。
⑻参考：外部資金等委員会
毎月２回（第２・４金曜日）の審査を行っております。
注）当該審査日の原則７日前までの申込み分について一括審査をしております。

７．特許の扱い
　本学との共同研究に対する寄与度によって異なり、大学の所有や、大学と企業等との共有となります。
また、当該企業等又は当該企業等の指定する者に限り、特許出願の時から優先的に実施することもできます。

８．優遇税制
　大学と企業等との共同研究において、企業等が支出した共同研究経費の一定額を法人税から控除できま
す。契約書に対応条項を定める場合や証明書の発行を希望される場合は、事務担当と相談してください。

⎧
｜
⎩

⎫
｜
⎭
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１．制度の概要
　この制度は、産業界等外部から委託を受けて大学の研究者が実施する研究で、これに要する経費を委託
者が負担するものです。

２．経費
　委託に直接必要な経費（直接経費）の他に、大学における技術料、機器損料等の間接経費（直接経費の
30％相当額）が必要となります。

３．研究期間
　委託者との合意による任意の期間とし、翌年度以降にわたる複数年契約も可能です。なお、研究期間は
概ね５年を上限としますが、それ以上にわたる契約も可能ですが、事務担当とご相談下さい。
　また、経費についてもある程度の分割納付契約が可能です。 

４．手続き・仕組み
⑴受託研究申込書を社会連携チームに提出していただきます。
⑵本学委員会の審議を経た上で受入決定を通知いたします。
⑶双方の合意の上で、契約を締結いたします。
⑷受託研究費（直接経費、間接経費）を本学に入金していただくための振込用紙（請求書）を送付します。
⑸上記⑷の所定経費を振り込んでいただきます。なお、振込手数料が別途かかりますので金融機関に御確
認下さい。

⑹受託研究費は本学の会計機関の下で経理いたします。
⑺上記⑷の経費入金確認後、受託研究を開始します。
⑻受託研究完了後、研究成果の報告をいたします。
⑼参考：本学委員会（外部資金等委員会）
毎月２回（第２・４金曜日）の審査を行っております。
注）当該審査日の原則７日前までの申込み分について一括審査をしております。

５．特許の扱い
　基本的に国立大学法人三重大学に帰属しますが、委託者の申し出により本学の知的財産権の一部を委託
者に譲与することができます。また、委託者又は委託者の指定する者に限り、特許出願の時から優先的に
実施することもできます。

⎧
｜
⎩

⎫
｜
⎭

受　託　研　究

受託研究開始までの事務手続きの流れ

① コーディネータ・教員との相談

② 研究申込み

④ 契約の締結

③ 受入決定の通知

⑤ 研究経費の請求書

⑥ 研究経費の支払い

⑦ 研究成果・実績報告 受託研究

企業・
官公庁等

三重大学

請求書の支払期日は、発行日か
ら30日以内を原則としておりま
すが、指定も可能です。

請求書の発行
契約の締結後１週間程度を要します。

外部資金等委員会

月２回の審査（第２・４金曜日）
注）当該審査日の７日前までの
申込み分について一括審査を
しております。
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１．制度の概要
　この制度は、産業界から現職の研究者や技術者を受託研究員として受け入れ、大学院レベルの研究の指
導を行うものです。このほかに、公立大学、専門学校、私立大学、専修学校の教職員を受け入れて研究指
導を行う私学研修員制度もあります。

２．研究期間及び研究員料

３．受託研究員の資格等
　現に研究業務に従事し、在職したまま大学に派遣が可能な研究者及び技術者で大学院に入学可能な者又
はこれらに準ずる者としています。

４．手続き・仕組み
⑴受託研究員申込書、研究員の履歴書、健康診断書等を社会連携チームに提出していただきます。
⑵本学委員会の審議を経た上で受入決定を通知いたします。
⑶研究料を本学に入金していただくための振込依頼書（請求書）を送付いたします。なお、振込手数料が
かかりますので金融機関に御確認下さい。

⑷上記⑶の振込依頼書により所定研究料を振り込んでいただきます。
⑸受託研究員を派遣いただき、指導教育職員のもとで研究をしていただきます。
⑹参考：本学委員会（外部資金等委員会）
毎月２回（第２・４金曜日）の審査を行っております。
注）当該審査日の原則７日前までの申込み分について一括審査をしております。

受　託　研　究　員

受託研究員受け入れの事務手続きの流れ

⎧
｜
⎩

⎫
｜
⎭

① コーディネータ・教員との相談

② 研究員申込み　　　　　　　

② 研究員の履歴書、健康診断書

③ 受入決定の通知　

④ 研究員料の請求書

⑤ 研究員料の支払い

⑥ 研究者・技術者の派遣
研究指導

企業・
官公庁等

三重大学

請求書の支払期日は、発行日か
ら30日以内を原則としておりま
すが、指定も可能です。

請求書の発行
契約の締結後１週間程度を要します。

外部資金等委員会

月２回の審査（第２・４金曜日）
注）当該審査日の７日前までの
申込み分について一括審査を
しております。

区　　分 研　究　期　間 研 究 員 料
長　　期 ６か月を超え、１年以内 556,700円
短　　期 ６か月以内 278,350円
特　　例 ３か月以内（国の機関の一部のみ） 139,200円

注）研究期間については、受入許可日の属する会計年度を超えることはできません。
　なお、研究継続の必要がある場合は、翌年度に向けて更新ができますが、上記研究
料が別途必要です。
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１．制度の概要
　この制度は、一般企業や個人など各方面から広く寄附金を受け入れて、学術研究や教育の充実・発展及
び三重大学としての事業に幅広く活用するものです。

２．対象となる機関
　法人、個人を問わず広く対象となります。

３．手続き・仕組み
⑴寄附申込書及び寄附受付票を社会連携チームに提出していただきます。
⑵本学委員会で審議をします。
⑶振込依頼書及び礼状を、送付させていただきます。
⑷上記⑶の振込依頼書により最寄りの銀行で寄附金額を払い込んでいただきます。
⑸振り込まれた寄附金は、本学の会計機関の下で経理いたします。
⑹参考：本学委員会（外部資金等委員会）
毎月２回（第２・４金曜日）の審査を行っております。
注）当該審査日の原則７日前までの申込み分について一括審査をしております。

その他の注意事項（学内者のみ対象）
　学内の教職員が、助成財団等から研究者へ直接交付される助成金等の寄附を受けた場合は、国立大学
法人三重大学寄附金受入規程により当該教職員が改めて本学に寄附しなければならないこととなってお
ります。該当する寄附手続を行う際は、 寄附申込書及び受付票と併せて、採択額が明記された採用通知
等の写しを提出願います。

（抜粋）国立大学法人三重大学寄附金受入規程　第３条
２　大学教員等が寄附を受けたときにおいて、次の各号のいずれかに該当する場合は、当該大学教員等
が改めて、 本学に寄附しなければならない。

⑴　当該大学教員等の職務上の教育、研究を援助しようとするもの
⑵　当該寄附金をもって本学の施設・設備等を使用して、業務を実施するための経費に充てようとする
もの

４．免税等の取扱い
　国立大学法人三重大学への寄附は、次の税制上の優遇措置が受けられます。
⑴寄附者が「法人」の場合
　指定寄附金に該当することから、寄附金の金額を損金に算入することができます。

寄　　附　　金

⎧
｜
⎩

⎫
｜
⎭

寄附金受け入れの事務手続きの流れ

① 寄附申込み

① 寄附受付票

② 振込依頼書

④ 礼状

③ 寄附金の振込

教育・研究活動

企業・
個人等

三重大学

外部資金等委員会

月２回の審査（第２・４金曜日）
注）当該審査日の７日前までの
申込み分について一括審査を
しております。

振込依頼書の発行
審査終了後１週間程度で発送いたし
ます。
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⑵寄附者が「個人」の場合
　所得税：（寄附金額（総所得の40％を限度）－2,000円

寄附金額（寄附金の合計額が総所得額金額等の40％を超える場合、総所得金額等の40％）から
2,000円を除いた額について所得から控除されます。

　個人県民税・市町民税：（寄附金額（総所得の30％を限度）－2,000円）×10％（県民税４％+市・町民税６％）
次の３つの条件とも当てはまる場合、個人市・町民税の控除対象となります。
詳細につきましては在住の市町村にお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　①　三重県、または三重県内の各市町が条例で指定する団体に該当
　　　　　　　　　　　　　　（該当例：桑名市、いなべ市、四日市市、鈴鹿市、津市、松阪市）
　　　　　　　　　　　　②　該当する市町に在住の方が本学に寄附をされる
　　　　　　　　　　　　③　翌年１月１日現在三重県内に引き続き在住されている

※確定申告期間に、国立大学法人三重大学が発行した「寄附金領収書」を添えて所轄の税務署に申告して
ください。
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三重大学との連携

？

解けない問題

新たな発想

社会連携研究
センター

産学官連携の総
合窓口となり、
関係機関と連携
して、産学官連
携を推進してい
ます。

技術相談

受託研究

産学官連携
コーディネーター

産学官連携のノ
ウハウと、専門知
識を持ち、問題
や得たい成果・
結果に応じた連
携の方針を立案
します。

アドバイスが必要

互いのアイディア、
ノウハウ、設備等
の共有が必要

大学の持つ、特
殊な設備やノウ
ハウが必要

・問題解決

・研究開発テーマ
 発見

・実験、調査などの
 結果

・新製品
・ノウハウ
・知的財産
・人材育成

三重大学との産学官連携による共同研究の実施体制

三重大学との産学官連携による研究開発の基本的な流れ

1

講　座

講座独自の研究テーマを研究

保有資産

共同研究

成果の内容

企業・自治体
保有資産

生産設備、研究者、資金

企業・自治体
保有資産

生産設備、研究者、資金

成果の内容

・特許などの知的財産の獲得

・研究能力を持った人材の育成
・特許などの知的財産の獲得

・研究能力、管理能力を持った人材の育成

・拠点設置による継続的な研究の実施

高度な専門知識、特殊な研究設備、
研究ノウハウ、研究者、教育プログラム

教授
大学の経費で
大学が雇用 ）（

3産学官連携の為に新設した
講座の研究者との共同研究

既設講座の研究者との
共同研究

保有資産
高度な専門知識、特殊な研究設備、
研究ノウハウ、研究者、教育プログラム

）

産学官連携講座
教授

企業の経費で
大学が雇用（

・企業等が希望する課題について研究

・専属の研究者を配置

・講座の運営費用は企業等が負担

・企業等の研究部門の役割を担う

？

！

？

成果の内容

企業・自治体
共同研究共同研究

保有資産
生産設備、研究者、資金

・特許などの知的財産の獲得

・研究能力・管理能力を持った
 人材の育成

2 既設講座内の専属の研究者との共同研究

講　座

プロジェクト研究室

講座独自の研究テーマを研究

保有資産
高度な専門知識、特殊な研究設備、
研究ノウハウ、研究者、教育プログラム

教授
大学の経費で
大学が雇用 ）（

・企業等が希望する課題について
 研究
・専属の研究者を配置
・研究室の運営費用は企業等が
 負担

共同研究共同研究

・企業等の希望に特化した費用対効
果が高い共同研究の実行

・企業等の希望に特化した費用対効
果が高い共同研究の実行

共同研究共同研究

技術相談

産学官連携の
きっかけ

産学官連携の
総合窓口

コーディネーター
による面談

連携で得られるもの連携で得られるもの

学の利用方法
産学官連携を進めるために本

30





国立大学法人三重大学

科学技術相談申込書

　本学の科学技術相談は、社会連携研究センターと株式会社 三重ティーエルオーが

共同で行っています。

国立大学法人 三重大学社会連携研究センター　センター長　殿

株式会社 三重ティーエルオー　代表取締役社長　殿

　下記のとおり、科学技術相談を申し込みます。

記

所 属

役 職

氏 名

連絡先
〒

T E L

e-mail

F A X

U R L

申

込

者

フリガナ

相談事項（なるべく具体的にお書き下さい。）

担当者（※記入しないでください。）

平成　　年　　月　　日

申込書送付先

〒514-8507　三重県津市栗真町屋町1 5 7 7
国立大学法人三重大学　社会連携研究センター　社会連携研究室
　　　　　　　　　TEL：059－231－9763　FAX：059－231－9743
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